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導入・運用のロードマップ
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LMS（学習管理システム）の導入が決まったものの、

などと、お悩みではありませんか？

 本資料では、スムーズなLMS導入に必要な6つのプロセスや、自社に適した

システム選定のポイントを分かりやすく解説します 。

また、多様な導入事例も掲載していますので、教育・研修の質向上と効率化

の参考にぜひご活用ください 。

はじめに 01
　「準備に手間がかかる」

　「社内調整でスケジュールが遅れてしまう」



LMSは、企業や教育機関における研修を効率化し、教育の質を向上させるツールです。

従来の集合研修にかかる手間やコストを削減し、全国どこでも質の高いオンライン研修を提供できます。

受講者にとっても、学習しやすい環境が整うのが大きな魅力です。

LMSを導入するメリット

受講状況の可視化・管理と、

研修コストの大幅な削減

蓄積された学習データ活用に

よる最適な育成戦略の立案

02

好きな時間・場所で、多様な

コンテンツを学習可能

採点の自動化や進捗の可視化で、

自身の成長を実感

企業側のメリット 受講者側のメリット



LMSには大きく分けて オンプレミス型 と クラウド型 の2種類があります 。

導入のスピード、求めるセキュリティレベル、社内のITリソースや予算に合わせて、自社に最適なタイプを

選択することが重要です 。

自社に合うLMSの種類 03

高度なカスタマイズとセキュリティが強み 初期費用を安く抑え、短期間での導入・

運用開始が可能
社内システムとの連携や運用コスト削減を

重視する企業向け 運用保守はベンダーが行うため、IT人材

不足の企業に最適

オンプレミス型 クラウド型



スムーズなLMS導入を成功させるためには、事前の準備が鍵を握ります。

まずは目的をしっかりと明確化し、自社の要件に最適なベンダーを比較検討して契約に進みましょう。

導入ステップ（前編） 04
STEP1. 目的の明確化

課題を整理し、必要な機能や具体的

なKPI（目標）を設定

STEP2. ベンダー比較・選定

機能面、サポート体制、コストを

総合的に見積もり比較

STEP3. 契約締結

クラウド型は特にセキュリティや

データ保護の契約内容を精査



契約締結後は、安定稼働に向けた環境構築と、社内への定着化を進めます。

運用開始後も、データを活用した継続的な見直しを行うことが導入成功の秘訣です。

導入ステップ（後編） 05
STEP4. 利用環境の構築

SSO連携やアクセス制限など、情報

漏洩を防ぐセキュリティ対策を実施

STEP5. 運用ルールの周知

フローをマニュアル化し、説明会等

で全社に浸透させる

STEP6. 継続的な改善

利用データ（進捗やテスト結果）や

現場の声を基にPDCAを回す



この分野の事例一覧を見る

導入事例から学ぶ活用法 06
【 企業研修
】 【 学校教育
】 【 教育ビジネス
】

集合研修から、現場主体の「自学

自習・OJT」へ能動型教育を変革

通学0日で大学卒業・国家資格取得を

目指せるオンライン環境を構築

スクール事業の売上大幅増や、保育士

など専門人材の働きがい向上を実現

この分野の事例一覧を見る この分野の事例一覧を見る

業種や規模、目的を問わず、多様な組織でLMSが活用され、確かな成果を上げています。

他社の成功事例をヒントに、自社での具体的な活用イメージを膨らませてみましょう。

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/category/casestudy/?tag=corporatetraining
https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/category/casestudy/?tag=corporatetraining
https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/category/casestudy/?tag=university
https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/category/casestudy/?tag=university
https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/category/casestudy/?tag=educationbusiness
https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/category/casestudy/?tag=educationbusiness


LMSは今や、教育や研修の質向上に欠かせないツールとして、幅広い分野で導入が進んでいます。

今後、AI技術の進化とともに、LMSは一人ひとりに最適化された学習体験を提供するツールへと

さらに発展していくでしょう。

 本資料が、皆様にとって最適なシステム選びのヒントになれば幸いです。

まとめ 07

「理想の形を具体的に実現したい」

そんな時は、企業から教育機関・官公庁まで、幅広い分野の「学び」を長年支え続けてきた

eラーニング統合プラットフォーム KnowledgeDeliver をご検討ください。

次ページ：KnowledgeDeliverの特長へ



弊社製品のご紹介：KnowledgeDeliver

KnowledgeDeliver （ナレッジデリバー） は、

教材作成、学習、運用管理の3つの機能を標準搭

載したeラーニング統合プラットフォームです。


多彩な教材形式に対応し、マルチデバイスでの学

習をサポートします。

教材作成・学習・運用管理まで、これ1つでオンライン学習環境を整備

動画教材作成も、既存のOffice資料の教材化もWebベースで簡単

従業員一人一人の学習進捗・理解度・獲得スキルを明確管理

従業員がマイページで自身の学習進捗等を確認可能

社内eラーニングだけでなく、外部ウェビナーを含むあらゆる学習履歴

を一元管理

人事データベースや、タレントマネジメントシステムとの連携

次世代の学習証明「オープンバッジ」対応、獲得したスキルを世界標

準で見える化

ニーズに応じた柔軟なカスタマイズ開発

KnowledgeDeliverの特長

08



弊社製品のご紹介：KnowledgeDeliverが選ばれ続ける9つの安心

ご要望に合わせたカスタマイズ

人事連携や独自機能など柔軟な

開発が可能。

これ１つで完結

教材作成・学習・管理の必須機

能を標準搭載。

3,000以上の導入実績

企業や学校など圧倒的実績。

専門スタッフが伴走。

年4回以上のバージョンアップ

最新トレンドに合わせ、年4回

の新機能追加を実施。

選べる導入形態

クラウドからオンプレまで要件

に合わせて選択可能。

大規模運用にも対応

数万人規模のアクセスにも耐え

うる強固なサーバー。

安心の運用サポート

導入後も電話やメールで手厚く

フォローします。

万全のセキュリティ対策

脆弱性対策など、高いセキュリ

ティ基準をクリア。

多言語対応

英語や中国語にも対応。

グローバル人材育成に。

09



お電話でのご相談

導入のご相談：050-3628-9240

その他お問い合わせ：03-5846-2131

最後までお読みいただき、誠にありがとうございました。

eラーニングの導入や、効果測定に関するお悩みは、ぜひお気軽にご相談ください。

お問い合わせ・ご相談はこちらまで

お問い合わせフォーム

https://www.digital-knowledge.co.jp/
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